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理解や画像理解の問題と異なる所を指摘し感性情報処理の位置づけを行っているO 第 3 章では，音楽
聴取過程における採譜処理を信号処理の立場から考察し，音楽理解に必要な多重音の音源分離モデル
-534-
タスクモデルについて述べているO 第 4 章では，聴取過程で最も高次に位置する音楽分析と理解につい
て，メロディやコードの分析から，感性情報の記述までを扱っている。感性情報は感想文の出力という
形で記述しているO また音楽聴取過程を，伝播モデル，ファクタモデル，予期モデルといった感性状態
モデ、ルで表現することを提案しているO 第 5 章では演奏情報の獲得に重要な音楽解釈過程について考
察しているO ここでは楽譜情報から，演奏表現の抽出，表意記号モチーフ フレーズなどの表現ルー
ルの発見，モチーフ抽出戦略の学習など，演奏の生成に必要なプロセスについて述べている。第 6 章で
は，作編曲過程において感性情報をいかに利用すべきかについて提言を行っているO
本研究は，情報科学の立場から見て，全く新規な取り組みであるO 現在の情報システムが論理的情報
の処理に限定されていることから，一歩踏み出して人間らじいソフトなシステムを構築する必要性を，
具体的なシステム作りを通して実証した点が高く評価できるO これらの成果は，今後感性を情報科学の
対象として取り組む上で，先導的研究として寄与するところが大きく，本論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
